
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ
う

「
旭
市
産
業
ま
つ
り
」

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
を
募
集

日
時
／
11
月
10
日
（日）　
午
前
10
時
〜

午
後
２
時　

場
所
／
海
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
公

園
野
外
特
設
ス
テ
ー
ジ

募
集
内
容
／
合
唱
、
ダ
ン
ス
、
楽
器

演
奏
、
大
道
芸
な
ど
を
披
露
す
る
団

体（
６
団
体
）。
出
演
時
間
は
準
備
、

入
退
場
含
め
20
分
以
内
。

対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在

学
し
て
い
る
個
人
、
市
内
で
活
動
を

し
て
い
る
団
体
な
ど
。
中
学
生
以
下

の
出
演
に
は
、
保
護
者
や
責
任
者
の

引
率
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
方
法
／
Ｊ
Ａ
ち
ば
み
ど
り
、

旭
市
商
工
会
、
市
農
水
産
課
の
窓
口

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き

る
出
演
申
込
書
、
誓
約
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
９
月
17
日
（火）

選
定
方
法
／
申
し
込
み
内
容
の
審
査

問
旭
市
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局（
☎
74
‐
３
６
７
１
・
D 

55
‐

４
９
４
１
・
農
水
産
課
振
興
班
内
）

よ
り
良
い
生
活
環
境
を

９
月
10
日
は

「
下
水
道
の
日
」

　
下
水
道
は
快
適
で
清
潔
な
生
活
環

境
へ
の
改
善
、
川
や
海
な
ど
の
水
質

保
全
の
た
め
に
、
無
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
下
水
道
に
接
続
す
る

こ
と
で
、
家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
排

出
さ
れ
る
汚
水
は
、
下
水
管
を
流
れ

て
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
、
き

れ
い
な
水
と
な
っ
て
放
流
さ
れ
ま
す
。

　
下
水
道
整
備
済
区
域
内
で
未
接
続

の
家
庭
は
、
早
め
に
接
続
し
ま
し
ょ

う
。
接
続
工
事
に
対
す
る
利
子
補
給

の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
下
水
道
課
管
理
班（
☎
62
‐
５
３

５
７
）

日
本
代
表
が
旭
で
決
ま
る

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
権

日
本
代
表
選
手
選
考
会

　
２
０
１
９
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選

手
権
タ
イ（
バ
ン
コ
ク
）大
会
男
女
日

本
代
表
選
手
選
考
会
が
、
旭
市
で
行

わ
れ
ま
す
。　

期
間
／
９
月
15
日
（日）
〜
16
日（
月
・

祝
）

場
所
／
総
合
体
育
館

入
場
料
／
無
料

来
場
者
特
典
／
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
、
選
手
サ
イ
ン
ボ
ー

ル
、
旭
市
特
産
物
が
当
た
る
抽
選
会

※
16
日
は
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
フ
ロ
ア

で
間
近
に
観
戦
で
き
ま
す
。

問
体
育
振
興
課
体
育
振
興
班（
☎
64

‐
１
１
３
２
）

混
雑
緩
和
に
協
力
を

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

搬
入

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を
直

接
搬
入
す
る
人
が
増
え
、
施
設
や
周

辺
の
道
路
が
大
変
混
雑
し
て
い
ま
す
。

　

混
雑
が
続
く
と
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
回
収
車
の
荷
降
ろ
し
に
時

間
が
か
か
り
、
各
地
区
の
ご
み
収
集

が
遅
れ
ま
す
。
利
用
で
き
る
人
は
、

地
区
や
自
治
会
が
管
理
す
る
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐
５

３
２
８
）、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
☎ 

62
‐
０
９
５
５
）

紹
介
し
ま
す

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害

者
の
相
談
員

　
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
か
ら

相
談
を
受
け
、
助
言
や
指
導
を
行
う

な
ど
、
障
害
の
あ
る
人
の
地
域
で
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
障
害
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
人
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
可
能
な

時
間
帯
で
も
、
仕
事
や
外
出
な
ど
で

対
応
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

早
朝
や
深
夜
の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班（
☎
62

‐
５
３
５
１
・
D 

62
‐
５
８
９
２
）

地域相談員名簿
氏　名 相談対応分野 連絡先 相談可能な時間帯
常世田　一 身体障害者相談員（上肢） ☎63-7076 午前９時〜午後６時
三浦　隆憲 身体障害者相談員（視覚） ☎62-8922 午前９時〜午後８時（金曜日を除く）
千葉　喜代子 身体障害者相談員（上下肢）☎55-4115 午前９時〜午後６時
加瀨　正子 身体障害者相談員（上肢） ☎57-2609 午前７時〜午後５時（平日）
川嶋　康夫 身体障害者相談員（聴覚） FAX57-3754

午前９時〜午後６時大屋　千鶴

知的障害者相談員

☎090-2155-7781
齊藤　静枝 ☎63-2050
嶋田　みつ枝 ☎55-2195
髙橋　松江 ☎57-5376 午前９時〜正午（平日の金曜日を除く）
磯野　美智子 ☎55-1755 午前９時〜午後６時

全国交通安全運動

　秋の全国交通安全運動が９月21日（土）から30日
（月）までの10日間、全国一斉に行われます。
　運動期間中の９月30日は「交通事故死ゼロを目指
す日」です。一人一人が交通安全について考えて行
動し、悲惨な交通死亡事故をなくしましょう。

【運動の重点目標】
◇子どもと高齢者の安全な通行の確保
◇高齢運転者の交通事故防止
◇夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事
故防止
◇全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底
◇飲酒運転の根絶

市民生活課市民生活支援班（☎62-5396）

〜身につける 夜道のお守り 反射材〜

秋の

卓球の次代を担う選手たちが間近に
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地
域
で
進
め
よ
う

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

「
秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」

　
ご
み
の
散
乱
防
止
と
再
資
源
化
を

推
進
す
る
た
め
、
市
内
一
斉
に
秋
の

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
道

路
な
ど
に
落
ち
て
い
る
ご
み
を
集
め
、

き
れ
い
な
旭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
９
月
29
日
（日）　
午
前
８
時
〜

９
時

※
当
日
、
午
前
７
時
に
防
災
行
政
無

線
で
周
知
し
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

●
集
め
た
ご
み
は
、
缶
、
ビ
ン
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
燃
え
る
ご
み
、

燃
え
な
い
ご
み
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
別
の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
に
あ
る
ご
み
は
、
絶
対
に
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
集
合
場
所
や
ご
み
の
集
積
場
所
は
、

区
か
自
治
会
の
役
員
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

問
き
れ
い
な
旭
を
つ
く
る
会
事
務
局

（
☎
62
‐
５
３
２
９
・
環
境
課
環
境

美
化
班
内
）

窓
口
を
開
設
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

休
日
交
付

日
時
／
９
月
８
日
（日）
、
29
日
（日）　
８

時
30
分
〜
正
午

場
所
／
市
民
生
活
課

〈
受
け
取
り
に
必
要
な
も
の
〉

●
交
付
通
知
書

●
通
知
カ
ー
ド

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
持
っ
て

い
る
人
）　

●
本
人
確
認
書
類（
Ａ
：
運
転
免
許

証
な
ど
官
公
署
が
発
行
す
る
顔
写

真
付
き
の
も
の
１
点　
Ｂ
：
健
康

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
旭
中
央
病

院
診
療
登
録
カ
ー
ド
な
ど
の
内
２

点
）

※
申
請
者
本
人
が
直
接
窓
口
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。
15
歳
未
満
や

成
年
被
後
見
人
に
は
、
そ
の
法
定

代
理
人
が
同
行
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
代
理
人
は
、
本
人
確
認
書
類

Ａ
を
２
点
か
Ａ
を
１
点
と
Ｂ
を
１

点
と
、
法
定
代
理
人
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
資
料
が
必
要
で
す
。

問
市
民
生
活
課
管
理
班（
☎
62
‐

５
３
２
５
）

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

全
国
家
計
構
造
調
査

　
こ
の
調
査
は
家
計
で
の
消
費
や
所

得
、
資
産
、
負
債
の
実
態
を
総
合
的

に
把
握
し
、
世
帯
の
所
得
分
布
や
消

費
の
水
準
、
構
造
な
ど
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
た
調
査

員
が
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯

を
訪
問
し
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
統
計
班（
☎
62
‐
５
３

９
７
）

所
得
が
低
い
人
の
生
活
を
支
援

年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
制
度

　
10
月
か
ら
の
消
費
税
引
き
上
げ
に

伴
い
、
年
金
を
含
め
た
所
得
が
低
い

人
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
年
金

に
上
乗
せ
し
て
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
初
回
の
支
払
い（
10
・
11
月

分
）は
令
和
元
年
12
月
で
す
。

　
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
請
求

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。　

　

４
月
１
日
時
点
で
、
老
齢
・
障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
、
支

給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
給
付
金
の
請
求
に

必
要
な
書
類
が
届
き
ま
す
。
４
月
１

日
以
降
に
基
礎
年
金
を
請
求
し
て
い

る
場
合
は
、
併
せ
て
給
付
金
請
求
書

の
提
出
も
必
要
で
す
。
ま
だ
提
出
し

て
い
な
い
場
合
は
、
早
め
に
提
出
し

ま
し
ょ
う
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

〈
支
給
要
件
〉

①
65
歳
以
上
の
人

②
前
年
の
年
金
収
入
額
、
そ
の
ほ
か

の
所
得
額
の
合
計
が
約
88
万
円
以

下
③
請
求
す
る
人
の
世
帯
全
員
の
市
民

税
が
非
課
税

〈
給
付
月
額
〉

①
②
の
合
計
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
保
険
料
納
付
済
期
間
に
基
づ
く

額
：
５
、
０
０
０
円
×
保
険
料
納

付
済
の
月
数
／
４
８
０
月

②
保
険
料
免
除
期
間
に
基
づ
く
額
：

１
０
、
８
３
４
円
×
保
険
料
免
除

の
月
数
／
４
８
０
月

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人

〈
支
給
要
件
〉

　
前
年
の
所
得
が
約
４
６
２
万
円
以

下〈
給
付
月
額
〉

障
害
基
礎
年
金
２
級
受
給
者
か
遺
族

基
礎
年
金
受
給
者
：
５
、
０
０
０
円

障
害
基
礎
年
金
１
級
受
給
者
：
６
、

２
５
０
円

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５

７
０
‐
05
‐
４
０
９
２
）、
０
５
０

か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は（
☎
03
‐

５
５
３
９
‐
２
２
１
６
）

インフォメーション
くらしの

ワイド

老齢基礎年金を受給している人の給付金額の例

保険料
納付済
期間

保険料
全額免除
期間

給付金額
（月額）

老齢基礎年金額
（月額）

老齢基礎年金額＋
給付金額（月額）

480月 0月 5,000円 65,000円 70,000円

240月 0月 2,500円 32,500円 35,000円

360月 120月 6,450円 56,875円 63,325円

240月 240月 7,900円 48,750円 56,650円

問
…
問
い
合
わ
せ

　

…
申
し
込
み

◆固定資産税・都市計画税　第３期
◆国民健康保険税　第４期
◆介護保険料　第４期
◆後期高齢者医療保険料　第３期
納期限は９月30日（月）
※国民年金保険料は毎月納付です。

今月の納期
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